
ボード・チューブのレスキュー実施手順 

ボードレスキュー（重溺） 

 

 

 

 

     なし  あり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       嘔吐 

 

 

 

呼吸なし 呼吸あり 

 

 

 

 

 ←胸骨圧迫から開始！ 

溺者の確保 

アシスタントサインをだす 

アシスタントサインをだし 

浜にもどる 

回復体位にして保温・経過観察 

場合によって救急車の要請 

ボードロールオーバーで 

溺者を素早くボードの上に乗せ 

直ちに浜にもどる 

ボードの上で呼吸の確認 

人工呼吸・吹き込み２回 

（マウス・トゥ・ノーズ） 

ドラック・キャリーなどで 

安全なところに運ぶ 

口内確認・異物除去 

心肺蘇生法（CPR)開始 

心臓マッサージ（30回） 

吹き込み（2回） 

口内確認・異物除去 

呼吸の確認 

心肺蘇生法の続行 

胸骨圧迫から開始！ 

このときバックアップ側は 

蘇生器・AED・バックボード 

毛布・FAボックスなど 

あらゆる可能性を考え 

バックアップ時に持っていく 

 

救急隊の到着まで 

エンドレスで心肺蘇生法の続行 

回復体位で保温 

経過を観察 

途中 AEDを使えれば使用  

AED使用後、蘇生しなければ CPRの続行。 

AED適応外も直ちに CPR続行。 



 

チューブレスキュー（重溺） 

 

 

 

 

 

 

     なし  あり 

 

 

 

 

 

溺者の確保 

アシスタントサインをだす 

アシスタントサインをだし 

浜にもどる 

回復体位にして保温・経過観察 

場合によって救急車の要請 

最短距離で直ちに浜にもどる 

（カレントなどの影響がある場合は

迂回路をとる） 

チューブを巻きつけ呼吸の確認 

人工呼吸・吹き込み２回 

（マウス・トゥ・ノーズ） 

このとき溺者を仰向けにし 

巻いたチューブの上に乗り呼吸の確認 

次の人工呼吸に移る 

マスレスキューの場合やレスキューに時間が掛かる

場合などは、アシスタントを必ず出し、 

第２レスキュアーなどのバックアップを待つ 

 

以後、ボードレスキューと同じ対応をとる 


